
 

 

 

 



（和訳） 

中部カリマンタン・ポスト 

日本からの客員教授、テクノ企業家精神を語る 

夢を抱き、音楽から発想 

パランカラヤ大学（UNPAR）工学部は日本から客員教授、繁永教授（ミドリ・コーポレーショ

ン）を迎え、テクノ企業家精神について公開講義で語ってもらった。 

公開講義は工学部の情報処理科、土木工学科、鉱山工学科、建築学科の学生約 300 人および 10
名の教授陣を集めて開かれた。 

捜せ、されば見出すであろう。 

繁永氏は日本語と英語を使い、英語の通訳者の手を借りて講義を行った。教授の一人、ロニー・

テグー・ププ氏は、この講義が学生会主催で行われた、海外からの講師を迎えた初の講義であると

語った。「一番の障害になったのは言葉の問題である。しかしながら学生も教授たちもこの工学部

では滅多にない機会に皆一生懸命耳を傾けていた。」ロニー氏は本紙記者に語った。 

公開講義の中で繁永氏は起業をする際のモチベーションについて語った。繁永氏によると、起業

をするときには高いモチベーションを持つことは不可欠なことである、しかし、起業をし、それを

維持していくことは非常に大変であり、継続的な努力が必要である、という。モチベーションと将

来への夢が学生たちの成功の鍵である、と彼は語った。続いて繁永氏は SESAMEテクノロジーに

ついて語った。これは GSM/GPRSを利用して現場からのデータをリアルタイムで取り込む技術で

ある。データは地下水位、風速、気温や HUMADITY、降雨量などの計測結果や、主要道路の状況

などである。学生にとってはこの技術は、森林火災の危険や気候変動、地下水や地表水の問題と言

ったような中部カリマンタン地域に起こっている特殊状況を踏まえた上で、情報工学の知識を利用

しつつ技術開発を行っていくためのヒントとなりうるものである。繁永氏はまた、現在行われてい

る JICA プロジェクト、「Wildfire and Carbon Management」についても触れた。 

 講義の終わりのほうで繁永氏は学生時代クラシック音楽を聴きながら新しい発想を得たという

自身の経験を語った。この音楽は母校、北海道大学では有名な音楽であった。 

 同氏は聴講者に対し、成功する夢を持ち続けることを何度も語り、励ました。締めくくりに、

学生のモチベーションを高めるために非常にいいメッセージを伝えた。「求めよ、されば与えられ

ん。捜せ、そうすれば見出すであろう、門をたたけ、そうすれば開けてもらえるであろう。」 

 この公開講義は工学部第一副学部長イ・マデ・カミヤナ教授によって開会され、開会式には第

三副学長代理アディ・ジャヤ教授も出席した。 

 学生たちは本紙記者のインタビューに対し、外国からの講師、実業家から実際の経験や知識を

聞くことができてとても嬉しかった、と答えた。 


